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名張地区では、障害者や高齢者など、災害時に避難が困難
な要援護者宅を訪問し、どんな支援が必要なのか、避難
の予定場所はどこかなどを聞き取っています。また、要

援護者がどこにいるのかがすぐに分かるように地図に落とし込んだりもしています。
さらに、要援護者の近所に住む人にも、いざというときの支援をお願いしています。
　今後も、民生委員児童委員や区長をはじめ、地域全体で助け合いながら、災害時
に孤立した人を出さないような取組みを続けていきたいと考えています。

  高齢・障害支援室　  63‐7591　
　  危機管理室　  63‐7271

1……大震災と障害者支援　
2……地震対策（非常持ち出し袋、災害時の情報入手方法など）
4……もしも災害の一日前に戻れたら…、名張市防災講演会
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突然の災害による急激な環境変化
に、対応しきれない人たちがいる
ことを知っておいてください。

三重県自閉症協会
角
か く た に

谷 光子さん

自閉症の人たちは、突然の災害による避難所生活
など、急激な環境変化に対して、うまく脳が処
理しきれず、かんしゃくやパニックを起こすこ

とがあります。また、長時間並ぶことや、順番を守るこ
とが苦手な人もいます。こうした行動は、決して周りに
迷惑をかけようとしているのではありません。また、間
仕切りなどで、緊張や不安を軽減できる場合もあります。
　こうした周囲の理解や配慮を必要とする人たちが地域に
いることを知っていただきたいです。そして、自閉症の人
がいる家族は、積極的に地域の防災訓練などに参加し、地
域での理解者を増やしていくことも大切だと思います。

災害時に必要な情報を入手できるのか、すぐに情報
が伝わってこないのでは―という不安がありま
す。外出先では、スピーカーの音などは聞こえま

せんので、モニターなどによる文字情報も必要です。
　また、避難所でも、食べ物や水などが配布される際、
どう集まればいいのか、どう並べばよいのか分からない
かもしれません。聴覚障害というのは一見しては分かり
ませんので、だれもが必要な情報を教えてくれるとは限
らないのです。筆談やゆっくりとした口

こ う わ

話などで、情報
を伝えていただきたいのですが、もし、手話が分かる人
がいれば、とっても安心できると思います。

要援護者を事前に把握。地域全体で助け合いな
がら、災害時に孤立する人を出さないように―。
名張市民生委員児童委員協議会連合会　福山 悦子さん

東日本大震災の被災地では、多くの要援護者が避難
所ではなく、余震に揺れる自宅や車の中で耐え
ているという状況がみられました。

　簡易トイレが車いすで利用できない。避難所という大
きな空間が不安を駆り立て、大きな声を出す・泣くなどの
行動につながる。寝たきりの人が大衆の面前でオムツ替え
をせざるを得ない。介助が必要で、周りに迷惑をかけて
しまうことがつらい…。病気を抱える人、高齢者、障害者、
妊婦など、避難所に居場所がないと感じた人は、避難所
を去るか、避難所で相当な我慢を強いられていたのです。

避難所の開設、毛布や食事の提供、簡易トイレの設置、
そして、数日後に自衛隊風呂。こうした紋切り型
の支援だけでは、生きていけない人たちがいます。

避難所のリーダーは、「みんな被災して同じだ」といいま
すが、避難してからの状況は同じではありません。「大量、
一斉、公平、画一」という従来からの支援の原則ではこぼ
れ落ちる人たちがいるのです。「公平」ではなく、より困っ
ている人を優先に―。「みんな困っているのだから」と我慢
を強いられ、「こんな支援が必要」という声を発信できない
でいる人がいることを知っておいていただきたいのです。

大規模災害時、行政はすぐに動けません。福祉施設
のスタッフも被災します。また、要援護者の居場
所が把握されていなかったため、わたしたち支援

する側も困難を抱えました。やはり、隣近所の日常から
の結びつきが大切なのだと思います。障害者も含め、地
域の中でともに生きる関係を築いておく必要があるので
はないでしょうか。

社会福祉法人 AJU自立の家
水谷 真さん

3.11 防災特集

◆広報なばりは、月 4回、新聞折込で配布しています。また、公民館や図書館など市の施設、郵便局、スーパー、コンビニ（協力店）などに置いています。
　広報紙発行を電子メールでお知らせするサービスも実施しています。入手方法などについて詳しくは、広報対話室（ 63‐7402）へお問い合わせください。

　東日本大震災の発生から、今日で一年が経ちました―。甚大
な被害は広範囲に及び、避難生活も長期化。こうした中、さ
まざまな課題も見出されています。
　今号では、1月 29日に防災センターで開催された「障害
者等のための防災セミナー」での講演や議論を通じて、障
害者などに対する災害支援の課題や取組みをご紹介します。

被災地では、要援護者が
避難所に避難できないと
いう状況がありました。

東日本大震災の被災地への支援東日本大震災の被災地への支援
物資提供や、障害者介助などに物資提供や、障害者介助などに
取り組んできた取り組んできた聴覚に障害があることで、災害

時に情報がすぐに伝わって来な
いのではと不安を感じます。

名張市聴覚障害者協会 　
窪田 智

さ と こ

子さん



貴重品
□現金
□預金通帳や有価証券の写し
□健康保険証の写し・認め印

食料品
□飲料水（一人1日3ℓ必要）
□乾パンやクラッカー
□レトルト食品・缶詰（缶切・ナイフ）
□粉ミルク・ほ乳ビン
■飲料水用ポリタンク

防災用品
□携帯ラジオ
■ヘルメット・バール
■ロープ・ノコギリ

医療用品
□三角巾・包帯・ガーゼ
□消毒薬・ティッシュ
□紙おむつ・生理用品
□常用薬　□救急キット

衣料
□下着（家族分）
□衣類（長袖のもの）
□雨具・タオル

燃料・照明器具ほか
□マッチ・ライター
□懐中電灯（予備電池）
□ろうそく
□予備のめがね・補聴器・入れ歯など
■ビニールシート　　■寝袋・毛布 

準備しておこう！
非常持ち出し袋

※■は、袋に入れない備蓄品

●非常持ち出し袋の中身、家庭での備蓄品の例
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家族で開こう！
防災会議

いざというときあわてず行動できるよ
うに、家族みんなで災害対策を話し合
っておきましょう。

●チェックリスト
□家の中の危険箇所は？
□非常持ち出し袋や備蓄品は何が必要？
□非常持ち出し袋や貴重品はどこにある？
　誰が持ち出す？
□避難場所は？避難経路は？
□家族間の連絡方法は？最終的に落ち合う場所は?
□火の始末は誰がする？逃げ道は誰が確保する？
□家族での防災チェックを定期的に行う日を定めておきましょう。

地震はもちろん、さまざまな災害に
関連する家庭での対策をまとめました。

　危機管理室　  63‐7271

確認しておこう！
災害時の情報入手方法

　家族構成や季節な
どによって必要物
品は異なります。
家族で話し合って
おきましょう。

夏季の生ごみ資源化試行事業 アンケート結果
生ごみ資源化収集の実施時期・内容を引き続き検討します

■ 夏季の生ごみ資源化試行事業を実施
　市では、生ごみの資源化に向けた取組みを
進めています。昨年の夏季（7月から約2ヵ月
間）には、生ごみ資源化試行事業をモデル地
区で実施しました。これは、第1次の試行事業
（平成22年10月～12月）に引き続き実施し
たもので、生ごみのニオイ対策やごみの収集
回数に焦点を絞り、5地区1,054世帯の皆さん
に、生ごみの分別収集やアンケートにご協力
いただきました。

■ 新たなニオイ対策を試行
　生ごみ分別収集の課題の一つはニオイ対策
です。水切りを徹底することがニオイ対策に
つながるため、第1次試行事業では、フタ付き
水切りバケツを配布。昨年夏季の試行では、

三角コーナーや木質チップを配布し、生ごみ
を新聞紙や水切りネット、小袋に包んだまま
専用袋に投入できるものとしました。さら
に、ステーションでのニオイ対策として、生
ごみ収集専用のフタ付大型ペールを設置しま
した。
　収集日は、現行の「燃やすごみ」の週2回収
集のうち、1回を生ごみ専用としました。

■ アンケート結果の概略
　生ごみを分別して普段以上に生ごみのニオイ
が気になったかを聞くと、81.3％が「気にな
る」と回答（生ごみ分別のない普段の「燃やす
ごみ」のニオイについては、73.6％が「気にな
る」と回答）。ニオイ対策の効果については、
「効果があった」「少し効果があった」という

回答が合わせて81.2％となりました。
　また、「燃やすごみ」の週1回収集は「少し
不都合と感じた」「大変不都合と感じた」と
いう回答が合わせて69.4％にのぼりました。

■ 実施時期や実施内容を引き続き検討
　市では、試行事業でいただいたご意見やア
ンケート結果を踏まえながら、平成24年度中
に策定予定の第4次「ごみゼロ社会を目指す
アクションプログラム」（平成25年度～27年
度）の中の主要検討項目の一つに位置づけ、
実施時期（平成25年度以降）や実施内容を検
討していきます。
◎アンケート結果は、市ホームページに掲載
　しています。

 環境対策室　  63‐7496

▼実施地区…応募のあった5地区1,054世帯
▼アンケート回収率…55.3％（583世帯）
　ご協力ありがとうございました。

★避難勧告などの発令時に鳴るサイレンの設置場所…名張小学校、蔵持小学校、薦原小学校、新田ポンプ庫、下比奈知ポンプ庫、滝之原ポンプ庫、安部田ポンプ庫、
赤目ポンプ庫、箕曲公民館、国津園デイサービスセンター、長瀬公民館、消防本部、桔梗が丘分署、つつじが丘出張所

●広報車・サイレン　　避難勧告などの発令時、
　該当する区域内を広報車が巡回してお伝えします。また、小学校
などに設置したサイレンが「約1分間鳴る⇒5秒休止」を繰り返し
ます。ただし、避難勧告などの発令がなくても、危険だと感じた
場合は、自らの判断で避難してください。
●ＦＭなばり（83.5ＭＨｚ）避難勧告などの情報を提供します。
●防災ほっとメール　避難や災害の情報を携帯電話に電子メールで

お届けします。避難所などもご確認いただけます。
　http://www.anshin-bousai.net/
　nabari/　に接続すると登録できます。
   〈右記QRコードでも接続できます〉
※3月から携帯電話会社（ドコモ・ソフトバンク・
　au）のサービスで災害避難情報が自動的にメール配信されます
（事前登録は不要ですが、対応機種である必要があります）。

地震発生時のキーワード！
3秒・3分・3時間・3日
●【地震だ！】地震発生3秒前後
　・落ち着く　・身を隠す
●【揺れがおさまったら…】地震発生3分前後　
　・火元の確認　・家族は大丈夫？　
   ・ラジオをつける ・靴を履く　・徒歩で避難
●【みんな無事か？】地震発生3時間前後　
　・余震に注意　・漏電、ガス漏れに注意
　・ブロック塀やガレキに近づかない　
　・隣近所で助け合おう
●【救出・救援活動が本格化】地震発生3日前後　
　・水、食料は備蓄でまかなう　・正確な災害情報を入手
　・親せき、知人に安否を連絡　・家を離れるときはメモを貼る
　・譲り合いの心を持とう　・無理はやめよう

難

後　

の例

最低3日間の
備蓄を！
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催し催し
 旧細川邸  やなせ宿   62‐7760 

なせ宿なせ宿

○図書利用カードがあれば利用できます。
○読みたい本はリクエストしていただくと、次回以降の巡回日にお持ちします。

午前11:10～11:40
午後 2 :00～ 3 :00
午後 3 :20～ 3 :50
午後 4 :10～ 4 :40
午前10:30～11:30
午後 1 :00～ 1 :30
午後 3 :30～ 4 :00
午前10:30～11:00
午前11:10～11:40
午後 2 :00～ 2 :30
午後 3 :00～ 3 :30
午後 4 :00～ 4 :30
午前10:30～11:30
午後 2 :00～ 2 :30
午後 2 :45～ 3 :15
午後 3 :40～ 4 :40
午前10:30～10:50
午前11:00～11:30
午後 2 :00～ 2 :40
午後 3 :20～ 3 :50
午後 4 :00～ 4 :30
午前10:30～11:30
午後 1 :00～ 1 :30
午後 4 :00～ 4 :30
午前10:30～11:00
午前11:10～11:40
午後 0 :00～ 0 :15
午後 1 :00～ 1 :30
午後 3 :30～ 4 :30
午前10:30～11:30
午後 2 :00～ 2 :40
午後 3 :10～ 3 :40
午後 3 :50～ 4 :30
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5月 6月 7月 8月 9月駐車場所
赤 目 保 育 所
す ず ら ん 台 小 学 校
東 部 保 育 園
美 旗 町 池 の 台 集 会 所
桔 梗 が 丘 公 民 館
桔 梗 が 丘 南 小 学 校
比 奈 知 小 学 校
百 合 が 丘 西 第 ２ 集 会 所
百 合 が 丘 東 第 ２ 集 会 所
こども支援センターかがやき
緑 が 丘 婦 人 消 防 会 館
美旗町藤が丘（調整池付近）
桔梗が丘南（古墳公園西側）
つ つ じ が 丘 南 集 会 所
つ つ じ が 丘 北 集 会 所
桔 梗 が 丘 ８ 番 町 公 団 内
滝 之 原 小 学 校
滝 之 原 保 育 園
国 津 小 学 校
西 田 原 保 育 園
う ぐ い す 台 第 ２ 公 園
薦 原 小 学 校・保 育 所
桔 梗 が 丘 東 小 学 校
す ず ら ん 台 西 公 園
富 貴 ヶ 丘 ６ 番 町 中 広 場
富 貴 ヶ 丘 集 会 所
蔵 持 工 業 団 地
錦 生 小 学 校
近 鉄 プ ラ ザ 第 2 駐 車 場
桔 梗 が 丘 ５ 番 町
美旗町中２・３番集会所
梅 が 丘 中 央 集 会 所
梅 が 丘 市 民 セ ン タ ー

4 月 10月 11月 12月

29
11

30
11

31
10

23
－

「やまなみ号」巡回日程（４月～ 12月）

移動図書館館「やまなみ号「やまなみ号」」をご利用くださいをご利用ください
 図書館 図書館　　 63‐326063‐3260

「名張歴史読書講座」
受講者募集

不動産鑑定士による
無料相談会を実施

平成23年度実施の定期監査
の結果を公表しています

「名張古文書研究講座」
受講者募集

地域伝統芸能シンポジウム　
梅
うめ は ら

原 猛
たけし

 氏 講演会
活動時間　原則毎月第2金曜日午前10時～正午
場所　図書館2階視聴覚室
内容　名張の歴史や遺跡、文化などを学びます。
年会費　3,000円　募集人数  60人 ※先着順
申込期間　3月13日火～23日金
◎申込方法など詳しくは、お問い合わせください。

 名張歴史読書会（富田）  090‐3383‐0966

　地価、地代、家賃、土地利用の諸問題の相談
日時　4月2日月　午前9時30分～正午
場所　市役所１階市民ロビー

 ㈳三重県不動産鑑定士協会
　  059‐229‐3671

　市役所3階監査委員事務局、市ホームページで
ご覧いただけます。詳しくは、問い合わせ先へ

 監査委員事務局　  63‐7838

活動時間　原則毎月第1日曜日午後1時30分～4時
場所　図書館2階視聴覚室
内容　古文献を現代ことばに解読・研究し、
郷土に関する知識を深めます。

年会費　3,000円　募集人数  若干名 ※先着順
申込期間　3月13日火～23日金
◎申込方法など詳しくは、お問い合わせください。

 名張古文書研究会（種村）  65‐7471

日時　3月24日土　午後2時～4時55分
場所　アドバンスコープADSホール（松崎町）
演題　名張と観阿弥　講師　梅原 猛さん（哲
学者、国際日本文化研究センター顧問）　

主催　名張市伝統文化活性化実行委員会
◎入場無料。申込不要

 文化生涯学習室　  63‐7892

第２回やなせ宿そば打ち体験教室
※打ったそばを食します。
日時　3月25日日　午前9時～正午
講師　伊賀手打ちそばの会の皆さん
参加費　1,200円（材料代を含む）
定員　15人　※先着順
申込　3月14日水午前10時から24日土午後5
時までにやなせ宿へ　　◎月曜日休館

国津の杜
も り

の行事
はぐくみ工房あららぎ   62‐6920

コーンスターチ粘土教室　透明感のある
色つき粘土でスイートピーの花飾り作り

日時　3月27日火  午前10時～午後零時30分
講師　武

た け だ

田 裕
ゆ う こ

子さん　　定員　10人
参加費　1,200円
陶芸教室 
白磁の土で花器作り

日時　3月29日木  午前10時～午後零時30分
講師　角

かくたに

谷 英
えいめい

明さん　　定員　12人
参加費　3,000円　　
申込　3月12日月から19日月までに、電話で問
い合わせ先へ ※先着順。参加者が少ない場
合は中止。参加費には材料費を含みます。

「能と狂言の魅力発見講座」  
  受講者募集

　能と狂言の魅力を発見する初心者向け講座
日時　4月・6月・8月・9月・11月・1月の第
4日曜日　午後2時～4時

場所　図書館２階視聴覚室
講師　尾

お も と

本 頼
よりひこ

彦さん（能楽研究者）
定員　40人　※先着順。受講無料
申込期間　3月13日火～23日金
◎申込方法など詳しくはお問い合わせください。

 能と狂言を名張で楽しむ会（尾本）
　  64‐5400

届出対象者　個人・法人を問わず、
売買や相続などで、4月以降に森林
の土地を新たに取得した人は、面
積にかかわらず届出が必要です。
※国土利用計画法に基づく土地売
買契約の届出提出者は対象外
届出期間　土地所有者となった日か
ら90日以内
届出書記載事項　所有権移転の原
因、土地の所在場所・面積、土地
の用途など　
※登記事項証明書（写し可）か、土
地売買契約書など権利取得が分か
る書類の写しなどの添付が必要
◎詳しくはお問い合わせください。
 農林振興室　  63‐7625

森林法改正に伴い、４月
以降、新たな森林の土

地所有者は、市町村長への届出を

日時　3月24日土 午前9時～午後2時
場所　赤目四十八滝キャンプ場
内容　かまどづくり、火おこし、炭
焼き、やきいも・豚汁づくり

参加費　500 円　※雨天中止
申込　3月 18 日日までに電話かファ
クスで問い合わせ先へ
 しぜん・ふしぎ・ワンダーランド

　（福田）　  68‐3642

テーマは「火」
たき火とミニ炭やき体験
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4月の相談 は、問い合わせ先電話番号
※開催場所の連絡先とは限りません。

弁護士相談〔4月12日木 午前10時～午後3時〕 
────────────────────
交通事故相談〔4月19日木 午後1時～3時15分〕
─────────────────────────────────
行政相談〔4月19日木 午後1時～3時〕
─────────────────────────────────
司法書士相談〔4月20日金 午後1時～4時〕
──────────────────────────
市民・多重債務相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕※申込不要　    　　　
───────────────────────────────────
人権相談〔4月10日火午後1時30分～4時〕　・名張市人権センター　 63‐7909
───────────────────────────────────
介護相談（各地区の「まちの保健室」） ▼名張 　63‐5699　▼蔵持 　63‐6371
▼鴻之台・希央台 　63‐0805　▼すずらん台 　68‐5700　▼梅が丘 　61‐3770
▼薦原 　63‐6400 ▼つつじが丘 　68‐7800　▼比奈知 　68‐1278　
▼美旗 　65‐5800 ▼錦生 　63‐2571　▼百合が丘 　64‐8600　▼赤目 　63‐1381 
　▼箕曲 　63‐1073　▼国津 　69‐1718  ▼桔梗が丘   　65‐1299
───────────────────────────────────                
年金相談〔4月10日火・24日火午前10時～午後2時45分〕・アスピア（南町）  63‐0080
───────────────────────────────────
女性弁護士法律相談〔4月6日金 午前10時～正午　午後1時～3時〕※要予約
──────────────────────────────　　　　　
　   　　　　〔第1・3週 木・金・土曜日 午後2時～7時〕
女性相談　────────────────────
　　　　　　〔第2・4週  水・木・金曜日 午後2時～7時〕
────────────────────────────────
男性のための相談　〔4月12日木 午後7時～9時〕　
─────────────────────────
メンタルヘルス相談※要予約〔4月19日木午前10時～正午・24日火午後1時～5時〕
─────────────────────────────────
若者就労相談　※要予約      〔4月10日火 午後2時～6時〕　　　
（いが若者サポートステーション）──────────────────────────                                      〔4月24日火 午後2時～6時〕             
──────────────────────────────────
職業相談（ハローワークプラザ名張）〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕・ふれあい  63‐0900
───────────────────────────────────
就農相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕※要予約
───────────────────────────────────
女性相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕※DV相談
──────────────────────────
家庭児童相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕
───────────────────────────────────
育児相談〔火～土曜日 午前9時30分～午後5時（日・月曜日、祝日は休館）〕
・こども支援センターかがやき（桔梗が丘西3） 　67‐0250
───────────────────────────────────
子ども相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕・ふれあい 相談室  63‐3118
───────────────────────────────────
教育相談（不登校相談）〔平日 午前8時30分～午後5時〕・桜ヶ丘・旧市民会館内 63‐7830
───────────────────────────────────
教育よろず相談（いじめなど）〔平日 午前9時～午後6時〕・名張教育会館みなくる 68‐8802
───────────────────────────────────
青少年悩み相談〔平日 午前9時～午後5時〕・青少年補導センター 63‐7867
───────────────────────────────────
母子家庭相談〔平日（水曜日を除く） 午前9時～午後4時〕・子育て支援室 63‐7594
───────────────────────────────────
子どもの発達相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕・子ども発達支援室   62‐1088
───────────────────────────────────
乳幼児健康相談〔4月18日水午前9時30分～11時受付〕・保健センター  63‐6970
───────────────────────────────────
食生活・健康相談〔4月10日火午前9時～11時〕・市役所3階301会議室  63‐6970
───────────────────────────────────
こころの健康相談〔4月19日木午後2時～4時〕　・伊賀保健所    　 24‐8076
───────────────────────────────────
がん・難病相談〔4月21日土 午後1時～4時〕　　　・勤労者福祉会館   63‐5515
───────────────────────────────────
在宅医療相談〔平日午前9時～午後5時〕　　　・在宅医療支援センター 48‐7840

・男女共同参画センター
     63‐5336

・男女共同参画センター 63‐7648

・ふれあい相談室
　 63‐2515

・勤労者福祉会館 63‐7648

・市役所1階総合窓口センター
                 63‐7416 

申込受付は、3月21日
水午前8時30分から。先
着順。総合窓口センター
（  63‐7416）へ

・農業支援センター 63‐7625 

名張市陸上競技協会のスタッフが指導します
平成 24年度「小学生陸上教室」参加者募集

日時　4月から平成25年3月までの土・日曜日、祝日  全15回程度　
　※第1回目は4月28日土　　場所　市民陸上競技場（夏見）ほか
対象　市内の小学生（新３年生以上）
参加費　6,000円　※第1回目に徴収します。その他、教室用Ｔシャツ
代2,000円が必要です（すでに持っている人は不要）。

申込　3月12日月から4月6日金までに、総合体育館にある申込書を提出

 市陸上競技協会事務局（川合）  090‐7437‐5415

〝釜石の奇跡〟はいかにして起こったか―
「名張市防災講演会」を開催

　2万人近い死者・行方不明者を出した東日本大震災。岩手県釜石
市立の14の小・中学校全校では、学校管理下にあった児童・生徒
約3千人が全員無事でした。〝釜石の奇跡〟といわれるこの出来事
はいかにして起こったのか―。長年、釜石市の防災教育に携わって
きた片田敏孝さんを講師に迎え、想定外を生き抜く力を育む防災教
育のあり方や地域の防災対策・防災意識について考えます。

日時　3月27日火  午後1時30分～　
場所　アドバンスコープＡＤＳホール（松崎町）
演題　「想定外を生き抜く力～命を守る主体的姿勢を与えた釜石市
津波防災教育に学ぶ～」

講師　片田 敏孝さん（群馬大学広域首都圏防災研究センター長、
群馬大学大学院工学科 社会環境デザイン工学専攻 教授）

◎参加無料。申込不要

 学校教育室　  63‐7882

戻戻れたれたら …一日前一日前
出典：内閣府「一日前プロジェクト」http://www.bousai.go.jp/km/imp/

のの にに

出

災災害害もしも

新潟県中越地震（平成16年10月）／小千谷市／60代・男性

灯りがなければ逃げられない

　地震が起きたのは、10月半ば
を過ぎた午後6時ちょっと前。わ
たしらの地域は、そのころには
とっぷり日が暮れていました。
で、電気はもう一発で消えちゃ
って、真っ暗闇になりました。
　家の中は上から落ちてきたも
のや倒れてきたもので足の踏み
場もない。そんな中をいろんな

ものにぶつかりながら必死の思
いで外に出ました。灯りがなけ
れば、自分の家からも簡単には
逃げられないんですね。何と言
っても避難するときの道具、特
に灯りは必要だと思いました。

1 日日

らららら …

imp/

能登半島地震（平成19年3月）／穴水市／60代・女性

息子の忠告聞き流す

　うちは畳の上にジュウタンを
敷いていて、置いていた家具が
全部倒れてしまいました。板の
間に比べると畳は少しフワフワ
しているから、よけい倒れやす
かったようです。
　正直、地震なんて1000分の
1も思っていませんでした。自
分のところには地震は来ないと
思っていたので、阪神・淡路大
震災の神戸の人たちを気の毒や
なあと思っていただけでした。

整理ダンスの上とかに書類を入
れたカラーボックスをいくつも
のせていて、息子から「地震が
きたら全部落ちるぞ」と言われ
ていたのに。地域でいろいろ活
動してきたけれど「今まで口先
だけやったなあ」と反省しまし
た。
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被災者の体験談をご紹介するコーナーです。あなたはどう考えますか？被災者の体験談をご紹介するコーナーです。あなたはどう考えますか？
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